
３、農地の回復と農業の再生

(1) 農地の状態

図　生産性の高い肥沃な土壌の分布（土壌生産力等級区分図　出典：岩沼市土地分類調査（細部調査）図面集）　　
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２、津波からの安全なまちづくり 



(2) 農地の被災状況　

３、農地の回復と農業の再生

復興のためのリーディングプロジェクト

■塩害、排水施設

図　塩害地域と作付自粛地域（2011/04/25 朝日新聞）

図　名取土地改良区概要図（部分）
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図　河川計画による洪水防御施設と計画流量　南貞山運河への将来の配水計画　平成 20 年度農政協議資料
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■地盤沈下による陥没

地震前 地震後

地盤沈下の様子（一部）平成２３年 4月 23 日　国土交通省、宮城県資料

３、農地の回復と農業の再生

復興のためのリーディングプロジェクト
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（４）津波被災後の水田・農地の再生の可能性

３、農地の回復と農業の再生

復興のためのリーディングプロジェクト

Ⅰ．水田の復興シナリオ（主に除塩対策）

１．水田への堆積物対応：堆積物（泥土、砂土、有害物質：重金属など含む）土壌化学調査を行い、

有害物質があれば除去　

２．がれきの撤去

３．圃場面排水：地表の田面水（湛水）の排除：排水小溝の掘削

４．支線排水路整備：地下水位および湛水位の低下

５．田面に湛水が消滅し、ある程度乾燥した段階で、石灰資材施用、耕起

６．用水補給、雨水による浸透促進、地表排水による除塩と土壌改良

７．土壌構造の発達促進：有機資材（堆肥投入）、レンゲ、ナノハナなど緑肥植物栽培

８．レンゲ、ナノハナの多面的機能：景観作物、バイオマス、土壌中へのすき込み

  ■ 農地の冠水被害推定面積（単位：ha）

 　県  被害推定面積 耕地面積（2010 年）  被害面積率（％）

 　岩手     1,838   153,900     1.2
 　宮城   15,002   136,300  11.0
 　福島      5,923  149,900     4.0
 　その他

       合計  23,600   900,900       2.6

Ⅱ．今後の圃場整備：

１．目的：低平地の水田は大区画圃場整備により稲作中心、中核農家に集積１ha 程度の

大区画、暗渠排水、地下灌漑方式の採用

２．地下水低下：70cm以下（乾  田条件）、排水路水位の低下、暗渠排水

３．現状の 30 ａ区画から１ha 規模の区画拡大、用水路のパイプライン（管路）

４．移植栽培から乾田直播栽培への省力化

５．汎用農地化：米以外の畑作物（大豆、麦および野菜類）の導入

Ⅲ．排水機能の復活、治水対策を含む：排水機場（排水ポンプ）の早期復旧

１．排水系統の改善：排水路の通水断面の拡大、掘削、浚渫による水面低下

２．排水機場の改修：排水量の増大、揚程の拡大：ポンプの排水能力の増加

３．貞山堀（運河）：排水幹線水路としての活用：掘削、浚渫による水面低下

４．五間堀川（外水）と貞山堀（内水）の役割分担：両河川の分離

５．五間堀川の放水路掘削：導流堤による河口閉塞対策

６．貞山堀の阿武隈川合流点における対策：干潮時の自然排水、満潮時および洪水時の

ポンプ排水
（参考）千葉県印旛沼周辺の農地（水田）は、印旛沼開発（治水と水資源確保）のため、一部干拓した。そ

の際に掘削土砂（浚渫）により田面に土砂を盛土（客土）し、１ha 規模の大区画水田とし、一部で
は乾田直播による規模拡大経営している（千葉県八千代市、佐倉市）

Ⅳ．津波対策 : 海岸線に平行した複数の防除対策

１．海岸林、防砂林の復活：アカマツからクロマツへの転換

２．自然の砂丘列の活用：クロマツ植栽による松林

３．貞山堀堤防の植栽：水害防備林の活用

４．貞山堀水面の活用：拡幅によるウオータ・クッションの役割

５．道路盛部の堤防機能
.（参考）タイ沿岸部での大津波災害を拡大した要因の１として、マングローブ林が挙げられた。タイの沿

岸部では古くからマングローブ林があり、海岸保全などの多面的機能が発揮されていた。しかし、近
年の海岸リゾート化、エビの養殖池として消滅したことが津波の被害を拡大したといわれている。

「　新たなる国土づくりの視点　～東日本大震災を乗り越えて～　」 　  今般の津波により被災した農地の再生と基盤整備をいかすべきか。

        被災状況を踏まえ塩害対策、東日本大震災後の沿岸地域の農地、農村のあり方
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Ⅴ．将来の土地利用計画：土地利用の純化（農地と水面の分離：どと水の分離）

１．一部の地盤沈下地区などは水面（沼）に戻す

２．集落移転：海岸近く（貞山堀の東（海）側の集落は壊滅的被害を受けた。そのため津波に対して

安全な土地に集落を移す。生産のための農地は圃場整備により生産環境と災害防止を十分考慮し

た農業地帯とし、職場と住居の分離（通勤農業）とし、新しい農村集落の周辺には環境と調和し

た農地とし、高齢者、兼業農家対応を

■ 対策提案（政策面）

１．除塩方法：排水路網の整備、豊富な用水量の確保、湛水除塩

２．休耕処置：１年間かけて改善（通年施工）、圃場整備、暗渠排水

３．集落対策：集落移転 ,   通勤耕作型：農地は残す：災害による強制移転
            東日本大震災で海水につかった農地から塩分を除去する事業に対して国が直接補助できる制度の創設を決める土地

改良法の特別法案を国会に提出する。津波被害を受けた農地は、23,600ha　土壌に海水塩分が混入し、生産再開の見
込無し（新聞記事参照）。

■ 塩害のメカニズム

(1) 塩害の内容

 ① 生育障害：植物体内の水分が対外に流出　高濃度の塩素イオンにより生理障害

 ② 土壌構造の劣化：ＣａイオンがＮａイオンに置換され、団粒構造の破壊につながる

 ③ 土壌の酸性化：ＳＯ 4イオン　Ｈ 2ＳＯ 4により酸性化　　Ｈ 2Ｓが酸化しＨ 2ＳＯ 4

  * 地表水による除塩よりも暗渠を通じて下層に排水を行った除塩の方が数倍効果あった。

     □ 作物の生育可能な土壌中塩分濃度の限界目安（単位：％）

 ダイズ、ナス：0.03  メロン、イチゴ：0.05 トマト、キャベツ：0.07 水稲、い草：0.1

  (2)  塩害発生被害増加要因（これと反対にすると塩害発生防止となる）

 塩分濃度：高い 気象：降水量少ない 地形：凹地形

 地下水位：高い 地表排水：排水路なし 地下排水：暗渠なし

 土壌：粘土質 用水施設：不備 用水量：不足 

 栽培作物：メロンなど

■ 除塩

(1) 除塩工法

１．除塩方法

 ① 湛水除塩：真水による洗い流し

 ② 土壌構造の復元：粘土表面のＮａイオンの除去

 ③ 酸性土壌の中和：土壌のｐＨ改善

２．土壌改良剤の選定 : 炭酸石灰（ＣａＣＯ 3）、消石灰（ＣａＣ L2）など

３．ヘドロ中の重金属対策：除去を原則とする

(2) 管理作業

 水管理：間断灌漑、中干し－乾燥キレツ－透水性増大

 耕起：実施する

 圃場内排水促進：地表排水（排水溝）、地下排水（暗渠排水）、弾丸暗渠、

 土壌構造：有機物施用

(3) 水田の除塩

１．面整備 

 ：がれきの撤去－耕耘－暗渠排水（弾丸暗渠）

２．地下水位、湛水位の低下

 ：排水路整備：排水機（排水ポンプ）の復旧－幹線排水路－支線排水路

３．用水路整備

 ：取水施設復旧（頭首工、ポンプ場）－幹線用水路―支線用水路

４．道路整備

 ：幹線農道―支線農道

３、農地の回復と農業の再生

復興のためのリーディングプロジェクト
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(5) 農業の再生にむけて　：　塩トマトプロジェクト

３、農地の回復と農業の再生

復興のためのリーディングプロジェクト

３、農地の回復と農業の再生

【主催】ＮＰＯ法人農商工連携サポートセンター／株式会社マイファーム／岩沼ロータ

リークラブ／東京大学ＧＣＯＥ／共催

【協力】飯塚悦男様／大阪住吉ロータリークラブ

【旅行企画・実施】富士急トラベル株式会社

【実施日】２０１１年６月４日（土）

【内容】

宮城県岩沼市（仙台空港の南）では、市域の４８％にあたる水田と畑地が塩害を受けた。

早苗が揺れるはずの美しい田園は、今は作付もできず、荒涼とした茶褐色の風景が広がっ

ている。そこで、東日本大震災の津波によって海水が入ってしまった畑に試験的に塩ト

マトを植える試みが行われる。６月４日、富士急トラベルがツアー客をつのり、約３０

名の一般市民が岩沼市の畑に塩トマトを植える。

（参考：NPO法人　農商工連携サポートセンター 　http://blog.canpan.info/noshokorenkei/archive/49）

菜の花

その他

　・大麦

　・ホウレンソウ

　・ハクサイ

　・アスパラガス

・ダイコン

・イタリアンライグラス

・シュガ―ビート

　　　　　　　　　など

震災復興 ･塩トマトプロジェクト！ その他塩に強い植物（耐塩性植物）

菜の花

その他

　・大麦

　・ホウレンソウ

　・ハクサイ

　・アスパラガス

・ダイコン

・イタリアンライグラス

・シュガ―ビート

　　　　　　　　　など

蓮華

塩トマト とは

塩トマトは、土壌塩分濃度が高い干拓地な

どで栽培される特別栽培のトマトである。

糖度が8度以上あり、果物並みに甘い。また、

塩トマトは、海水のミネラル分がたっぷり

含まれている。栽培地域が限定されるので、

希少価値があり超高級品として贈答用など

にも使われる。
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復興のためのリーディングプロジェクト

4 、雇用の創出に向けた国際、先端、臨空タウンの整備

図面

先端産業の誘致

中坪・荷揚場地区 

矢野目西

空港

メモリアルパーク

自然エネルギーを活かした 
自然共生モデル都市
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5、自然エネルギーを活用した先端モデル都市
復興のためのリーディングプロジェクト

ミニ水力発電

自然エネルギー 
活用モデルタウン
医療福祉都市

最先端の 
国際エネルギー産業 
医療、研究所の誘致

海岸線
風力発電
太陽光発電
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復興のためのリーディングプロジェクト

日本学術会議資料より

自然エネルギー発電設備容量
途上国、ＥＵ、上位 5カ国（2009）

スマートグリッドの基本 

5、自然エネルギーを活用した先端モデル都市
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(1) 住宅地における再生可能エネルギー

5、自然エネルギーを活用した先端モデル都市

復興のためのリーディングプロジェクト

低炭素技術と住宅地への適用性評価

1…

1太陽熱

3風力発電

5バイオマス 6温度差発電

4小水力発電

2太陽電池

2…

3…

4…
5…
6…

栃木建那須塩原市における
太陽熱利用・ソーラーウォール設置住宅

京都府京丹後市における
民生用小型風力発電システムの導入事例 

和歌山県田辺市におけるバイオマス利用の事例
左側が蓄熱タンク
右側がペレットボイラー 

北海道釧路市中島町における
温度差発電事例

山梨県都留市における
家中川小水力市民発電所

群馬県太田市における太陽光発電システム
実証試験地区（PalTown 城西の杜）
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復興のためのリーディングプロジェクト

5、自然エネルギーを活用した先端モデル都市

(2) 低炭素地域づくり先進事例

復興のためのリーディングプロジェクト

国内事例

海外事例

[ ] ( EIC
HP No.995)

377kg-CO2

71kg-CO2

138kg-CO2

956kg-CO2

315kg-CO2

697kg-CO2

129kg-CO,

2,683kg-CO2

2 07
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復興のためのリーディングプロジェクト

６、将来の世界遺産となる、松島～貞山掘を結ぶ津波よけ千年希望の丘の創造

(1) 沿岸域の歴史的変遷

　左から明治 40 年、被災前

（２０１１年）、被災後の状況。沿

岸地域においては、貞山堀にそっ

て集落が形成されており、その位

置は、ほぼ変化していない。

　唯一、二野倉地区に工業団地が

昭和３０年代に建設された。

　東日本大震災の津波により集落

は壊滅した。

　農地も地盤沈下が起こり、排水

機能が破壊されているため、内水

氾濫の危険があり、当面、水田の

作付は、できない状況にある
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千年希望の丘

千年希望の丘

コミュニティー 
居久根 汽水域

湿地

湿地

水田
広幅員道路 

（津波時避難路）

広幅員道路 
（津波時避難路）

防災道路

防災道路 
（東部道路）

防災道路

多重構造のあたらしい社会共通基盤の形成

千年希望の丘

■瓦礫を活用した山の形成

　・メモリアルパーク

　・ネーミングライツ：世界からのペアリング支援

■コミュニティー居久根：津波よけ居久根

・風力発電・太陽光による自然エネルギーの活用

・将来の世界遺産となる 
　後世の人々の安全を踏まえたヴィジョン

復興のためのリーディングプロジェクト

６、将来の世界遺産となる、松島～貞山掘を結ぶ津波よけ千年希望の丘の創造

断面１

断面２

堤防
（貞山運河）

堤防
（阿武隈川）

自然共生都市
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復興のためのリーディングプロジェクト

６、将来の世界遺産となる、松島～貞山掘を結ぶ津波よけ千年希望の丘の創造

断面２　海岸～三軒茶屋地区集落

断面１　海岸～隣空タウン

千年希望の丘　参考断面図
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1:25,000

赤井江

沼地

東

部

道

路

防潮林の補植

（小さな微高地を造成））

排水路の

拡幅整備

防潮堤の

整備

コミュニティー
居久根

道久根
（幹線道路のかさ上げ阿武隈川堤防

水田
（遊水地）

水田
（遊水地）

岩沼海浜公園

相の釜
メモリアルパーク

長谷釜
メモリアルパーク

二の倉
メモリアルパーク

風力

太陽光発電

自然共生都市

ネーミングライツによる
希望の丘の整備

千年希望の丘
二の倉、長谷釜エリア

千年希望の丘
仙台空港、

　隣空タウンエリア

防潮林の強化
自然エネルギー

集落移転

花卉園芸

赤井江

沼地

コミュニティー
居久根

水田
（遊水地）

水田
（遊水地）

岩沼海浜公園

自然共生都市

赤井江

沼地

コミュニティー
居久根

水田
（遊水地）

水田
（遊水地）

岩沼海浜公園

自然共生都市

復興のためのリーディングプロジェクト

６、将来の世界遺産となる、松島～貞山掘を結ぶ津波よけ千年希望の丘の創造

千年希望の丘：整備手法

A案

B案 C案
貞山堀東側と臨空タウン隣接地に丘を整備

貞山堀東側と西側 2箇所（二の倉、長谷釜地区、臨空タウン）

に、丘を整備する

貞山堀東側に丘を整備
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古くて新しい文化的景観　イグネ

コミュニティー居久根

自然共生都市

53

復興のためのリーディングプロジェクト

7、文化的景観の保全と再生



壊滅的な被害を免れた居久根

海岸からの距離がある程度保たれた自然堤防上
の立地においては、大きな津波被害を受けてい
ない。

居久根の樹木の利用例

・炊事の燃料として居久根の落ち葉を使用
・いろりの燃料には枯れ葉や間伐材を使用
・暖房には薪の代わりにもみ殻などを利用
・カキやウメなどの果樹、クリやクルミな
　どのミのなる木々は食用としても利用

・参考：菊池立（1999）：仙台平野中部におけるイグネの分布（1）- 名取市の一農家
におけるイグネの樹木構成、東北学院大学東北文化研究所紀要、(31)、142-130

被災後の居久根

自然立地 空間構成 防災機能としての居久根

集落は水田地帯の南部に位置する阿武隈川の度
重なる洪水氾濫の歴史から、自然堤防や浜堤の
微高地上に形成されている。自然堤防の土壌は、
褐色低地土である。浸透性が高いため、粘土質
の土壌が客土されている。一方、周囲の水田は、
灰色低地土である。下層は砂質で、黒泥層を含
む。上層は灰色・粘土質である。

居久根は特に冬の北西からの風を防ぐ防風林
として、屋敷の西側・北側に配置される。典
型的な居久根は敷地内には畑が設けられ、周
辺は水田で囲まれている。スギ、ヒノキなど
の針葉樹や果樹などにより構成される。

上は阿武隈川河口にある南瀬崎地区の被災状況
を示した写真とその航空写真である。家屋周辺
には土砂が堆積しているが、居久根は存続して
いる。居久根は、暴風・防火の役割があるが、
災害の規模によっては被害を軽減する一定の効
果が期待できる。また防風林や垣根は洪水流に
よる家屋周辺の土壌浸食を防ぐともいわれてい
る。

・出典：岩沼市土地分類調査（細部調査）図面集 (1992)

・参考：菊池立 (2005): 仙台平野中部におけるイグネの分布 (5) ー名取市 T氏
宅イグネ周辺の気温日変化特性における季節性－、東北学院大学東北文化研
究所紀要、(37)、224-213
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７、文化的景観の保全と再生



55

７、文化的景観の保全と再生

やま、まち、うみを活かした国際的観光都市



４、ペアリング支援



ペアリング支援

ペアリング支援の必要性

１．被災地が極めて広域であること
２．地域ごとに復興の課題が大きく異なること 
（三陸、仙台大都市圏、仙台平野・海岸低地
の穀倉地帯、阿武隈川以南の過疎地）

３．復興までの長い道のり

ペアリング支援の必要性
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自治体間による支援の実態（2011/3/11-28）
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ペアリング支援

復興まちづくりと新たなペアリング支援

１． 復興にあたり、地域的に共通の課題を有する複数
（もしくは、単独の市町村）を、支援する母体をつ
くりだす。

２． 法による、臨時行政組織の形成。財源の担保。
３． 3 年を目途とする時限立法
４． システム：自治体の長をヘッドとする、復興まちづ

くり支援組織をインフラ、財政、福祉、住宅、産業、
ＮＰＯなど、総合的分野についてつくり、共通の
復興目標にむかって進む、推進母体とする。

復興まちづくりと新たなペアリング支援方針

宮城県 , 仙台平野南部地域における復興支援タスクフォース (RST)
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